
都市計画道路（3･4･83山本通ほか２路線）の変更案 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前説明第１号 
参考資料 

写真① 

写真①  写真②  

写真② 

朝夕の混雑が著しい  歩行者・自転車の通行が多い  



１ 都市計画変更の概要 

【山本通】 

■ 幅員の拡幅変更（２車線→４車線） 

①  一般部（16m→28m、交差点部など一部において 16～20m→25～28m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

② 跨線橋部（26m→40.8m、JR 函館本線上部 11m→25.8m） 
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■ 起点の変更（拡幅に伴い道路中心線がずれたため、起点が約 4ｍ移動） 

■ 線形の変更（拡幅に伴い道路中心線がずれたため、線形が変更） 

■ 名称の変更（拡幅に伴う番号の変更 3・4・83 山本通→3・3・83 山本通） 

       ※幅員 16m 以上 22m 未満は「4」、幅員 22m 以上 30m 未満は「3」 

■ 車線数の決定（４車線） 

 【北 13 条・北郷通、厚別通】 

■ 一部区域の変更（山本通との交差部で山本通の拡幅に伴い一部区域が変更） 

■ 車線数の決定（北 13 条・北郷通：４車線、厚別通：６車線） 

 

２ 都市計画変更の経緯と理由 

� 山本通は、三里川から平和通までの大谷地流通業務団地内を除き、代表幅員

16ｍの 2 車線道路として都市計画決定されており、昭和 59 年に整備を終えて

いる。  

� 周辺に JR 函館本線を渡る道路が少ないことなどから、２車線の交通容量を大

きく超える交通が集中し、市内でも有数の混雑が著しい路線となっている。

（平成 21 年度調査の山本通の現況交通量は 20,167 台／日であり、２車線道

路の交通容量 8,000 台／日の約 2.5 倍になっている）  

� 第４回道央都市圏パーソントリップ調査に基づく平成 42 年の将来交通量推計

では、山本通の将来交通量は 20,100 台／日と推計されており、将来的にも拡

幅が必要な路線である。  

� 周辺には学校施設が多く、歩行者や自転車の通行が非常に多いにも関わらず、

山本跨線橋には幅員 2.5ｍの歩道が片側にしか設置されておらず、十分な安全

性が確保されているとは言い難い状況にある。  

� 地域からも拡幅の要望があがっており、平成 15 年には、山本跨線橋が位置す

る２つの連合町内会連名で、山本通の拡幅整備に係る要望書が提出されてい

る。  

これらのことから、当該路線を４車線に拡幅し、混雑の解消および地域間の円滑

な移動を確保するほか、安全な自転車・歩行者空間を確保するため、都市計画の変

更を行うものである。  

なお、北 13 条・北郷通及び厚別通については、山本通の変更に伴い、山本通と

の交差部の一部区域を変更する。また、両路線は車線数が未決定であったことから、

あわせて車線の数を決定する。  

※ 平成 10 年に「都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成 10 年 10 月 21 日政令
第 331 号）」が施行され、都市計画道路の車線数を都市計画で定めることとなった。
この政令が施行される以前に都市計画決定された都市計画道路は、都市計画上、車
線数が未決定であり、札幌市では、都市計画変更が必要になった際に、あわせて車
線数を決定している。  

 






